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開発元 ：アクティビジョンジャパン
価格 ：12,800円
問合せ ：03-5458-6561
関連情報 ：http://www.activision.com

動作環境
対応OS ：ウィンドウ95
CPU ：ペンティアム以上
対応機種 ：PC/AT互換機
メモリー ：16Mバイト以上
ハードディスク：40Mバイト以上

※アクティビジョンジャパンが、PC-98シリーズにも
対応の完全日本語版を現在開発中

第9回

未来世界のロボットシミュレーション

メックウォリアー 2傭兵部隊
小笠原　誠

轟音をとどろかせ、荒野を突進するロボ

ット兵器。飛び交う銃弾、視界を遮る爆

煙。"メック"と呼ばれる人型兵器が激し

いバトルを繰り広げるこのソフトは、本国

アメリカではベストセラーになっている

大ヒットシリーズの最新作。いわゆるロ

ボットアニメみたいなものを想像すると

ちょっと違うと感じるかもしれないが、と

にかくその迫力は大したもの。一匹狼と

して孤独な戦いを遂行するもよし、チー

ムプレイでより困難なミッションに挑戦

するもよし。いざ、戦いのフィールドに

参戦すべし。
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MECHWARRIOR12 MERCENARIES

人間が搭乗して戦闘す

るロボットと聞くと、みなさ

ん、いったいどんなタイプ

のロボットを想像するだろ

うか。マジンガーZ？ ガ

ンダム？ それとも、現在オタクちゃんのハート

を鷲掴みにしているエヴァンゲリオン？世代に

よって具体的な対象は異なるだろうが、いずれ

にせよ、ほとんどの人が、思春期に見たアニメ

（昔はテレビマンガといったもんだけど）に登場

したロボットを思い浮べるはずだ。

今回当コーナーで紹介することになった「メッ

クウォリアー 2 傭兵部隊」も、ロボット兵器が

主役となった作品。とはいえ、このソフトに登場

する"メック"と呼ばれる兵器は、一応戦闘ロボ

ットに分類することはできるものの、アニメに登

場するロボットたちを想像すると、ちょっとばか

り違和感を受けてしまうだろう。

まず、その外観。メックのルックスは、ヒーロ

ー系のロボットほどスマートなものではない。さ

まざまなバージョンが用意されているメックの

中には、ほとんど人間に近い形状を持つものも

いる。それでもその外観は、あくまで機械だと主

張しているような、無骨そのものという印象。そ

れどころか、数あるメックの中には、戦闘機に足

が付いただけのような、「これでもロボット？」と

いいたくなるものもあったりする。

さらに、戦闘方法も違う。メックは、プロレス

ラーのような派手な肉弾戦はしない。いや、や

ろうとすれば体当たりぐらいはできないことはな

いが、そんなことをしたら、むしろこちらの装甲が

ダメージを受けてしまう。結局戦闘の手段とな

るのは、ボディーの各所に装備されたエネルギ

ー弾やロケット弾だ。

しかし、いずれの武器も敵を一撃で破壊する

ほどの威力はないので、いき

おい、メック同士の戦闘は、

敵の攻撃を避けつつこちら

の攻撃を当てていく、ヒット・

アンド・アウェイ戦法が中心

となる。

このように、メックという兵器は、我々が想像

するロボット像とはかなり異なっている。その実

体はむしろ、"2本足歩行をする戦車"という形

容がピッタリとくるだろう。荒唐無稽さとは無縁

のぶん、そのリアリティーは抜群。ゲーム内容

は、ロボットものと聞いて最初に想像しがちな

子供騙しのではなく、むしろ、現実の兵器が登

場する本格派のシミュレーションゲームに近い

ものがある。実際、そのリアリティーにのめり込

み、思わず対戦にはまってしまったゲーマーは数

多い。アメリカ本国の対戦ゲームサイトでは、あ

の「DOOM」や「DUKE NEKEM 3D」を凌ぐ

人気を獲得しているというのだから、これに挑戦

しなければゲーマー魂が廃るというものだ。

BATTLE!
ロボット対戦だ！
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WHAT'S MECH?
時は28世紀。その勢力を太陽系外にも広

げ、我が世の春を謳歌していた人類は、その

存亡を揺るがしかねない大きな危機に直面

する。すべての人類を統轄していた中央政府

の圧政に対し、辺境地域の不満が爆発。各地

で発生した小規模の衝突が、やがて全人類を

巻き込む宇宙規模の戦争に発展したのだ。

この宇宙規模の戦争において、大きな役割

を果たすことになったのが、メックと名付けら

れた巨大戦闘用ロボットだ。もともとは辺境

惑星の資源採掘などに利用されていた作業

用重機器に、各種の武装を施した人型戦闘

兵器。この新型兵器は、従来型の兵器を軽く

凌駕する凄じい破壊力を持っていた。その圧

倒的な威力に驚いた各陣営は、メックを主要

兵器に採用し、結果として宇宙の隅々、至る

所でメック同士の激しい戦闘が繰り広げられ

ることになる。

こんなバックグラウンドストーリーを与えら

れた「メックウォリアー」（DOS版）は、米国の

老舗ソフトハウス、Activision社が制作した

3Dロボットシミュレーターだ。轟音をとどろ

かせ、戦地を突進するメック。人型に近いも

のからほとんど戦車に近いものまで、その形

態はまったくもって千差万別だが、飛び交う

銃弾と視界を遮る爆煙を掻い潜ってターゲ

ットに直進する姿は、いずれも迫力満点のひ

とこと。

その迫力がゲーマーの間に知れ渡ったの

か、はたまたロボットもののシミュレーターと

いう目新しさも手伝ってか、いずれにせよ「メ

ックウォリアー」は世界規模の大ヒットを記

録。その後ウィンドウズ95ネイティブソフト

となったシリーズ第2弾、「メックウォリアー2」

も前作を凌ぐセールスを記録し、いまやこの

シリーズは、老舗Activision社の看板ソフト

となっているのだ。

これがメックだ！

ビーム砲やロケット弾など、メックの武器を選択できる。

場面に応じて最適なメックを選ぼう。

ロケット弾が豊富なレイブン。 ストームクロウ。すばやい動
きをする。

ジェンナー。長い足を持つ。ジャベリン。体のサイズが小
さい。
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シリーズ最新作となる「メックウォリアー2 傭

兵部隊」の舞台となるのは、件の大戦争が勃

発して以来、約300年の月日が流れた時代。人

類の過半数という大きすぎる犠牲を払い、戦

争の決着はほぼ付いたといえ、いまだに小規

模な戦闘が各地で発生し続けている。新政権

の目が行き届かないことをいいのに、各地で

騒ぎを起こすゲリラや盗賊。その討伐のために

正規軍を派遣する余裕のない新政権は、傭兵

部隊を利用するようになっていたのだった。

そんな時代に、傭兵としての人生を歩もうと

する若者がいた。たった1人、傭兵雇用事務所

に足を運ぶ若者。それがプレイヤーというわけ

だ。政治的イデオロギーなど関係ない。この混

迷の世界で、頼りになるのは自分の腕と金だけ

だ。そんなクールな生きかたに憧れるなら、さっ

そくゲームを立ち上げるべし。

君よ、戦場の犬になれ

シリーズ第1作の「メックウォリアー」は、なか

なか操作の難しいゲームとして知られていた。

あまりキーボードに慣れていないプレイヤーだ

と、最初の練習ミッションさえ満足にクリアで

きなかったほどだ。しかし、最新作である本作

では、そうした問題はかなり改善されている。

このソフトには、一兵士として戦闘に参加す

る"傭兵モード"と、指令官として部隊を率いる

"傭兵隊指揮官モード"、そして"インスタントア

クションモード"の3つのモードが用意されて

いる。このうち傭兵モードを選択すると、強制

的に3つの練習ミッションをこなすことが命じ

られる。そこでは、ちょっとシニカルな口調の

教官が、基本的なメックの移動方法からレーダ

ーの見方、照準の合わせかたから実際の攻撃

方法まで、懇切丁寧に音声で教えてくれるの

だ。これなら、マニュアルを読むのが大嫌いと

いう人でも大丈夫だね。

戦場を駆け抜けろ！

LET'S MECH!

作戦司令室。中央にあるコンピュー
ターで指令を受ける。

ミッションの指示。任務の内容をよく
見て冷静に対処しよう。

「C」キーを押して視点を変え
る。操作を覚えておくと何か
と便利だ。

大ピンチ！敵の足元しか見えない！
どうする？
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「MECWARRIOR 2 MERCENARY」の魅

力は、その戦闘シーンだけではない。ミッショ

ンを無事クリアーすると与えられる報酬＝お

金。それをもとに、メックを徹底的にチューン

ナップすることも、また1つ大きな魅力になっ

ているのだ。

しかし、ここでも本シリーズのリアリティー

追求の姿勢は生きている。メックの世界には、

マジンガーZがジェットスクランダーを手に入

れたような、極端なパワーアップ兵器なんても

のは存在していない（古過ぎ？）。こつこつと

パーツを購入して、愛機をパワーアップしてい

く。その行程は、まるで本格派のカーレース・

シミュレーターのような感覚だ。いや、そうし

たタイプのゲームをこれまでプレイしたことが

なくとも、流行りの育成系ゲームがお好きな

人なら、けっこうのめり込めるかもしれない。

なお、先のページでちらりと触れた、"傭兵

隊指揮官モード"というのが気にかかっている

人がいるかもしれないが、これは通常の傭兵

モードに収支計算が加えられたもの。こちら

のほうがよりゲームの世界に浸ることができ

るだろうが、戦闘技術が一定レベルに達して

いない間は手を出さないほうが無難。ミッシ

ョンに失敗するたびに欠損金が出て、いつの

間にか破産してしまう破目になっちゃうぞ。

稼いだお金でバージョンアップ

この作品は、なにかと難

しいとの評判があったシ

リーズ第1作と比較して、大幅にユーザー

インターフェイスが向上している。メックの

移動方向を指定するカーソルキー、移動速

度を決定する数字キー、武器を発射するス

ペースバー、それにレーダー関係のいくつ

かのキー。これだけで、基本的な操作は

OKなのだ。
細かな照準合わせをするためには、ジョイステ
ィックが必要だ。

とはいえ、手強い敵がわんさと出てくる後半

のミッションや、百戦錬磨の凄腕ゲーマーを相

手にした対戦プレイでは、キーボードのみの

操作では少々苦しくなるだろう。ここはひとつ、

ジョイスティック、それもプログラマブルなヤ

ツを用意しておいたほうがいいかも。

敵のタイプによって武器も使い分けるのが
大切。レーザー砲がいいときもある。

ミッションによっては夜の
ときもある。赤外線センサ
ーを使えば見える。

照準を絞って撃つ。ミサイルのほうが遠くの
敵を狙える。

ジョイスティックを買うべし
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このソフトは、ウィンドウズ95ネイティブソフトと

して制作されている。当然ながらウィンドウズ95の

オートプレイ機能に対応しているので、製品CD-

ROMをドライブに挿入するだけでインストールプ

ログラムが起動し、画面の指示に従っていくだけ

で、インストール作業は終了する。なお、このソフト

はDirect X2を使用するため、本体プログラムの

インストール終了後、Direct Xのインストーラーが

立ち上がる。使用するマシンにまだDirect X2に

対応したグラフィックドライバーを入れていない場

合は、事前に更新しておくことを忘れずに。下手す

るとハングしちゃいますから。

さて、インストールが終了したら、さっそくネット対

戦に挑戦と言いたいところなのだが、これが少々手

間がかかる。実は、ちょっとした問題があるのだ。一

応「MECWARRIOR 2 MERCENARY」の製品

CD-ROMには"MercNet"というネット対戦用プロ

グラムが収録されているのだが、これがDOS版な

んだなぁ。

この通信プログラムの立ち上げ方はこうだ。ま

ず、DOS窓からの操作では作業が途中で止まっ

てしまうので、マシンをMS-DOSモードで再起動す

る。MS-DOSモードが立ち上がったら、まず"US"

と打ち込んで英語モードに切り換えよう。その後

"CD"コマンドでゲームをインストールしたディレク

トリーに入り（デフォルトでは"C:/PROGRÃ1/

ACTIVĨ/MERCEN1̃/）、"PPPSHARE.EXE"と

入力。するとネット接続用のプログラム（実はあの

"KALI"）のインストーラーが立ち上がるので、画面

に表示されるライセンスに関する表示を確認した

ら、"Y"を押してリターン。すると圧縮されたプログ

ラムが自動解凍される。解凍が終わったら、こんど

は"PPP"と入力。その後は"KALI"と同様の手順で

必要な項目を入力していくというわけだ。

残念ながら現時点では、このソフトをインターネ

ット上でプレイするのは少々難しいと言わざるを得

ない。とはいえ、このMercNetというプログラム、

いずれはウィンドウズ95版が開発される模様だ。ア

クティビジョンジャパンが現在鋭意制作中の日本

語版「MECWARRIOR 2 傭兵部隊」に、新バー

ジョンのプログラムの開発が間に合うことを祈ろ

う。

INTERNET magazine 1997/4 301

設定のしかた

MERCPPPを起動する。「CONNECT」を選ぶ。 「F1」を押して各設定をする。「Phone Number」で電
話番号を入れる。

「MERCS」と入力し、MERCNETを起動する。 デモ画面が流れる。

画面に「IPCP Open」と表示されたらExitを選択
する。

「YES」を選んでDOS画面に戻る。

プロバイダーにつなぐとIPアドレスは「0.0.0.0」と
入力する。

ログインスクリプトが処理される。
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